
1 

令和８年度「事業計画」(案) 

 

（１）地域生活支援 

①共同生活援助 みんなの家 「フェロー」、みんなの家「パル」 

【事業目標】：入居者様が安全かつ快適に生活できる居住環境を提供するとともに、医療機関・

訪問看護等との２４時間連携体制を確立し、急変対応・慢性疾患管理・高齢化対

応を強化することで通院・入院を最小化し、ご家族の安心を実現します。 

１．職員配置 みんなの家「フェロー」（男性棟） 

・重度障がい者支援加算（Ⅰ）・夜間支援等体制加算（Ⅰ）・夜間支援等体制加算（Ⅳ） 

・福祉専門職配置等加算（Ⅰ）型・医療連携体制加算（Ⅶ）型 

１．職員配置 みんなの家「パル」（女性棟） 

・重度障がい者支援加算（Ⅰ）・夜間支援等体制加算（Ⅰ）・夜間支援等体制加算（Ⅳ） 

・福祉専門職配置等加算（Ⅰ）型・医療連携体制加算（Ⅶ）型 

２．入居者様の支援に関して 

 〇女性棟の定員枠の拡大  

  ・グループホーム入居へ向けた希望調査  ・検討委員会を行い、入居者選定 

・職員配置、行政への申請等の状況が整い次第、定員枠拡大へ 

〇男女別で棟を分けることで、同性介助の徹底、またフロア間での連携強化。 

 〇入居者様の高齢化に対応するため、環境面・医療との連携を強化。 

葵訪問看護ステーションと事業所間での契約だが、入居者様個人の契約を進める。 

訪問診療との連携を視野に「くわた脳神経内科・在宅クリニック」と協議を進める。 

 

 ②居宅介護（行動援護・重度訪問介護・移動支援） 

【事業目標】：行動援護における余暇支援の充実および重度訪問介護による手厚い介助体制を通

じて、利用者様一人ひとりの意思と生活背景に寄り添いながら、生活の質の向上

を図ります。 

１.居宅介護事業所の中心となる従業者を変更。よりきめ細やかな調整と柔軟な発想力を活かし、

利用者様の外出機会の増と充足度・満足度の向上を図る。 

２.個別支援にとどまらず、グループでの外出支援や共同体験の機会を積極的に企画・実施。Ｏ

ＪＴ研修も対象を絞り実施。（本人の意思を尊重） 

３.重度訪問介護については、身体介助の増加、長時間の見守り支援、医療的配慮を要する緊急

度の高い方へのサービス提供を展開していく。まずは、「最も事故が起きやすい時間帯である

１６：３０～１９：３０」を重点補強し、安全性の高い支援を提供。 
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４．行動援護 

〇登録利用者数２０名（令和８年４月登録予定）  ●登録時間数８３８時間  

〇登録従業者数 管理者１名 男性１９名 女性１３名 合計３２名(令和８年４月登録予定) 

 〇斡旋時間見込み ４００時間／月 

 ５．重度訪問介護 

 〇登録予定利用者数 １名            ●登録予定時間数６０時間 

〇登録従業者数 管理者１名  合計１６名(令和８年４月登録予定) 

６．移動支援 

〇登録利用者数１名（令和８年４月登録予定）   ●登録時間数 ６時間  

〇登録従業者数 管理者１名 男性１９名 女性１３名 合計３２名(令和８年４月登録予定) 

〇斡旋時間見込み ６時間／月 

③短期入所「ルポゼ」「リポソ」 

【事業目標】：グループホーム入居を見据え、月１回の連泊は継続し、スムーズに移行できる準

備を整えます。 

  ・新規利用者を受け入れ、稼働率のアップを図る。 

   契約予定：男性２名  体験中：男性１名  体験予定：男性１名 

  ・他事業所と連携、情報交換を強化し、開所日の空床に対する稼働率を向上。 

 

●短期入所「ルポゼ」 

１．登録利用者数(内、重度加算対象者数) 女性７名(内７名) 

２．職員配置  

・管理者 男性１名（内１名）・生活支援員 女性４名（内４名）・栄養士 女性１名  

３．開所日数及び利用見込み延べ数 

≪利用延べ見込み数≫ （ ）は開所日数  
４月（２０日） ５月（２０日） ６月（２０日） ７月（２０日） ８月（２０日） ９月（２０日） 

合 計 ９６名 ９６名 ９６名 ９６名 ９６名 ９６名  
１０月（２０日） １１月（２０日） １２月（２０日） １月（２０日） ２月（１９日） ３月（２０日） 

合 計 ９６名 ９６名 ９６名 ９６名 ８８名 ９６名 

 

●短期入所「リポソ」 

１．登録利用者数(内、重度加算対象者数) 男性１０名(内１０名) 

２．職員配置  

・管理者 男性１名（内１名）・生活支援員 男性３名（内３名）・栄養士 女性１名 

３．開所日数及び利用見込み延べ数 

≪利用延べ見込み数≫ （ ）は開所日数  
４月（１６日） ５月（１６日） ６月（１６日） ７月（１６日） ８月（１６日） ９月（１６日） 

合 計 ６６名 ６６名 ６６名 ６６名 ６６名 ６６名  
１０月（２０日） １１月（２０日） １２月（２０日） １月（２０日） ２月（１６日） ３月（２０日） 

合 計 ８２名 ８２名 ８２名 ８２名 ６６名 ８２名 
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（２）日中活動支援 

〇生活介護「こんふぉーと」「リアン」「リバティ」共通 

【事業目標】：利用者様一人ひとりのニーズと意思を丁寧に把握し、出来る限り個々の希望や特

性に合わせた活動や班編成を行います。地域資源や他事業所との連携を積極的に推進するこ

とで、これまでにない経験を取り入れ、多様な機会の創出と自己決定の充実、生活の質の向

上を図ります。 

開所日数（前年度比±０） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

開所日数 ２２日 ２３日 ２２日 ２３日 ２２日 ２２日 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

開所日数 ２２日 ２２日 ２３日 ２２日 ２０日 ２３日 

合計２６６日 

利用者様の日中活動支援に関して 

1. ①地域連携と合同イベントの推進 

出張調理サービス（ラーメン作りやカフェ訪問）を導入。 

  ②ご家族や日頃、お世話になっている方へ披露する「おもてなしの場」を企画。 

2. 個別ニーズに基づいたレクリエーション（外出・希望別） 

【班別レクリエーション】【希望別レクリエーション】の実施。 

3. 適切な栄養管理と食の質の向上 

4.機能訓練と生活リハビリを通じてご利用者の『持てる力』を活かす。 

 

行事計画 

５月 班別レクリエーション  ７月 流しそうめん or味覚狩り 

８月 希望別レクリエーション ２月 希望別レクリエーション 

３月 食事レクリエーション 

 

〇生活介護「こんふぉーと」 

登録利用者 ２７名 

[職員配置] 

・人員配置体制加算(Ⅱ)型【１．７対１】 ・福祉専門職配置体制加算(Ⅰ)型   

・福祉専門職員配置等加算(Ⅲ)型 ・重度障がい者支援加算(Ⅱ)   

・重度障がい者支援加算(Ⅲ) ・食事提供体制加算 ・緊急時受入加算 

〇生活介護「リアン・リバティ」 

登録利用者 ２１名 

 [職員配置] 

・人員配置体制加算(Ⅰ)型【１．５対１】 ・福祉専門職員配置等加算(Ⅰ)型 

・福祉専門職員配置等加算(Ⅲ)型 ・重度障がい者支援加算(Ⅱ) 

・重度障がい者支援加算(Ⅲ) ・食事提供体制加算 ・緊急時受入加算 
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（３）相談支援 

【事業目標】：利用者の自己決定を基盤とした質の高い相談支援を実践するとともに、地域生活

支援拠点等の中核的役割を担い、困難事例にも対応できる体制強化と経営基盤

の安定化を図ります。 

[職員配置] 

・機能強化型サービス利用支援費（Ⅲ）及び機能強化型継続サービス利用支援費（Ⅲ） 

・行動障害支援体制加算（Ⅰ）   ・医療・保育・教育機関等連携加算 

・地域生活支援拠点等相談強化加算 ・介護職員等処遇改善加算（令和８年６月より算定） 

１．利用者主体の支援の徹底       ２．地域移行・住まい支援の強化 

３．地域生活支援拠点等としての機能強化 

４．経営安定化および新規契約の推進 

【新規契約目標】年間１５名 

５．将来的な機能強化型Ⅱへの移行を見据え、後継相談支援専門員の育成 

６．被災時の利用者様の個別避難行動計画を順次作成 


